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世界の二酸化炭素排出量【現状】世界の二酸化炭素排出量【現状】
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世界の二酸化炭素排出量【将来見通し】世界の二酸化炭素排出量【将来見通し】

（出典）（財）地球環境産業技術研究機構（ＲＩＴＥ）
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将来見通し
（現状放置）

現在 2018～2028 2050

中期目標と長期目標中期目標と長期目標

世界全体の排出量を世界全体の排出量を
２０５０年までに半減２０５０年までに半減

＜中期目標＞＜中期目標＞ ＜長期目標＞＜長期目標＞

““イノベーションイノベーション””
・革新的技術の開発
・低炭素社会への転換

““ポスト京都フレームワークポスト京都フレームワーク””
・今後１０年～２０年で地球全体の

温室効果ガスをピークアウトへ

全世界
CO2
排出量
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産業部門のエネルギー消費と実質ＧＤＰの推移

ＧＤＰが２倍になる中で産業部門のエネルギー消費は横ばい。

日本の省エネルギーは着実に進展日本の省エネルギーは着実に進展

出典 ： 資源エネルギー庁「総合エネルギー統計」
内閣府「国民経済計算」
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エネルギー分野における政府研究開発投資エネルギー分野における政府研究開発投資

世界のエネルギー分野における政府研究開発投資の推移
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（出典：IEA）

(単位：百万ドル)

各国のエネルギー分野における政府研究開発投資
（2005年）

大きく減少

増加が必要

（出典：IEA, European Commission）

(単位：百万ドル)

我が国が
世界をリード



7

主要国の温室効果ガス排出量の推移主要国の温室効果ガス排出量の推移
(百万トンCO2e)

（出典：UNFCCC）
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主要国のエネルギー効率の推移主要国のエネルギー効率の推移

（出典：ＩＥＡ）

【エネルギー消費量（石油換算トン）／ＧＤＰ（千米ドル）】


